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御嶽山噴火の降灰に伴う技術対策

家畜の病気に関するお問合わせは山梨県西部家畜保健衛生所まで
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土日・休日の連絡は・・・ 090-5564-1018または090-5568-0817

県内においても御嶽山噴火による降灰が観察されています。今後の降灰程度
は不明ですが、農作物等に降灰が確認された場合には出来るだけ次のような対
応をお願いします

御嶽山噴火の降灰に伴う技術対策

平成26年9月27日 農業技術課

【降灰を防ぐ対策】
（１）野菜及び花き
ア 収穫期の葉菜類は、被覆資材を降灰前にできるだけ被覆する。収穫期のものは、収穫
を急ぐ。
イ 花き育苗床は、寒冷しゃ、ビニールなど被覆資材で被覆ができるように準備し、降灰
に備える。

（２）飼料作物
屋外にある乾草、稲わら等は集積してブルーシート等で被覆する。

【降灰後の対策】
（１）共通
ア 農作物に積もった灰は、できるだけ速やかに除去する。

（２）水 稲
ア 天日乾燥の稲は、灰をよく落としてから脱穀作業に移る。また、乾燥期間中のものは、
再度の降灰に備え、被覆資材を用意しておく。

（３）果 樹
ア 降灰を受けた場合は、散水して灰を除去する。
イ 収穫期に達したものは除灰し、速やかに収穫する。

（４）野菜及び花き
ア 降灰を受けた場合は、水洗いをする。
イ 結球して収穫期に達したものは速やかに収穫する。

（５）飼料作物
ア 刈り取り期となった飼料作物、牧草は、刈取直前に灰をよく払い落とし
てから刈り取る。
イ 野外で乾燥中の牧草及び稲わらは反転を繰り返し、除灰してから収納す
る。


